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第 50回 獣医疫学会学術集会

野生動物医学会連携シンポジウム‘‘野生動物の保全と感染症疫学～タスマニアデビルの DFTD

（デビル顔面腫瘍性疾患）対策から学ぶわが国のネットワーク構築と疫学視点の導入～”

ツ‘ンマヤマネコ (Prionailurusbengalensis euptilurus) における FIVおよび

FeLV感染症制御のためのイエネコ対策についてく獣医疫学の視点から＞

羽山伸一1.2.

1日本獣医生命科学大学 野生動物学 ・2NPO法人どうぶつたちの病院

Measures Against Domestic Cats to Control FIV and FeL V Infection in 

Tsushima Leopard Cats (Prionailurus bengalensis euptilurus) 
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Summary 

The Tsushima leopard cat, most endagered in Japan, have been exposed to the threat of disease from feral domestic cats, sach as 

feline immunodeficiency virus (FIV) and feline louchemia vrus (FeLV). Based on the data from FIV and FeLV screening surveys, and 

the population densities of leopard cats and domestic cats, we performed geographical infection risk analysis using the GIS and risk 

maps in FIV and FeLV infection. 

1. 疫学的手法を導入した背景

1996年にツシマヤマネコ（以下，ヤマネコ）で世界で

はじめてイエネコ由来と推定される FIV(ネコ免疫不全症

候群ウイルス）陽性の個体が発見された汽しかし，具体

的な対策がなされないまま， 2000年にはヤマネコで 2頭

目の FIV陽性個体が発見されてしまった。

この状況を受けて，九州地区獣医師会連合会（以下，九

獣連）では，ヤマネコ保護協議会を設立し，会員全員が基

金を拠出することで対馬市全域を対象に個体登録や不妊化

処置などのイエネコ適正飼育普及活動を開始した。また，

これらの活動をさらに発展させるため， 2005年には，「対

馬地区ネコ適正飼養推進連絡協議会」（以下，協議会）が
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発足した。

しかし，人的および資金的な状況から，対馬市全域を対

象として FIVの撲滅を目標として活動を進めることは不

可能と判断されたため， 2006年 1月に開催された「ッシ

マヤマネコ保全計画作り国際ワークショップ」において，

ヤマネコにおける FIV感染リスクマップを作成し，これ

に基づいてヤマネコヘの FIV感染リスクが高い地域を抽

出することで，効率的かつ効果的な感染症対策を実施する

ことが提案された匹

そこで，著者らは，これらの活動の一環として実施され

たFIV検査のデータをもとに，ヤマネコおよびイエネコ

における陽性個体の空間分布や地域的感染率から，対馬市

上島におけるヤマネコの FIV感染リスクマップを作成し

た。このリスクマップから，ヤマネコにとっての FIV感

染リスクはヤマネコが生息する流域によって大きく異な

り，抽出された高リスク地域で全ての FIV陽性ヤマネコ

が確認されていることが明らかとなった！）。この結果を受

けて， 2006年度以降の適正飼育普及活動は高リスク地域
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表 l ヤマネコ感染症リスクを推定するためのパラメータおよびその組み合わせによ

る意味

推定パラメータ 感染症リスクからみたパラメータの意味

イエネコ推定飼育密度

イエネコ感染症陽性率

ヤマネコ推定生息密度 声
イエネコの

感染確率 ヤマネコの

l 
感染確率

を中心に展開され．その結果，現在までに FIV陽性ヤマ

ネコは発見されていない。

一方，この間に FeLV(ネコ白血病ウイルス）が対馬市

の各地で流行し， FeLVに感染したと考えられるヤマネコ

も発見された。また, 2014年にはヤマネコの生息がほと

んど確認されなくなった対馬市下島に環境省が野生復帰順

化訓練施設を完成させ．近い将来には野生復帰が始まる予

定となっている。そのため，これまでの活動による FIV

感染症対策の効果検証も含めて，新たな病原体を加えた対

馬市全域を対象とした感染症リスクマップの作成が必要と

なった。

以上の背景から．著者らは．協議会による活動が始まっ

た2005年以降のイエネコを対象とした FIVおよびFeLV

検査のデータおよび2012年度に環境省が実施した第 4次

ヤマネコ生息状況調査の結果をもとに対馬市全域のイエ

ネコ感染症リスクマップおよびヤマネコ感染症リスクマッ

プを作成することにした。

2. 感染症リスクマップの作成手法

2006年に作成されたヤマネコ FIV感染リスクマップは．

ヤマネコが生息する流域ごとに．ヤマネコ推定生息密度（環

境省による 2005年第 3次生息状況調査のデータ）とイエ

ネコ推定飼育密度（世帯数の 20%として推定）に 2000年

から 2005年に実測されたイエネコ感染症陽性率を掛け合

わせた値を．相対的な感染リスクとして評価したI) (表 l

参照）。

今回，対馬市全域を対象とし，イエネコにおける FIV

およびFeLVの感染リスクマップを作成するため，以下に

示す方法により，流域単位でイエネコ飼育個体数と感染症

陽性率を推定し，これらのデータからイエネコ感染症リス

クマップを作成することとした。

さらに， 2012年度に環境省が実施した第 4次ヤマネコ

生息状況調査で明らかとなったヤマネコの相対生息密度を

マップ化し，上述の方法に準じてヤマネコ感染症リスク

マップを作成した。なお，本調査の実施主体は，三井物産

自然保護基金 (2012年度）の助成により NPO法人どうぶ

ったちの病院（理事長・越田雄史）である。

1) イエネコ飼育個体数の推定

2010~2011年度（平成 22年~23年度）に対馬市が実施

した家庭動物の飼育実態全戸調査のデータ提供を受け，さ

らに回答率の低い集落について本事業で追加調査を実施し

て．解析を行った。飼育実態全戸調資では．ネコの飼育の

有無およびその頭数世話ネコの有無およびその頭数が聞

き取りによって記録された。

対馬市の大字を単位として．上記のデータからネコを飼

育している世帯数および総飼育個体数（枇話ネコ個体数を

含む）を集計し，世帯あたりの飼育個体数を計算した。そ

の値に平成 22年度国勢調査による大字単位の世帯数を掛

けて，各大字における推定飼育個体数とした。

環境省が現在実施している第 4次ッシマヤマネコ生息実

態調査における生息密度推定では，対馬市全域を 107の小

流域を単位として利用しているため， GIS(地理情報シス

テム）を用いて，この流域ごとで上記の各大字における推

定飼育個体数を集計した。

2) イエネコ感染症陽性率の推定と感染リスクマップの

作成

2005年以降に FIVおよびFeLV検査を受診した飼いネ

コ1654頭のデータを使用した。 GISを用いて．各個体の

飼い主の住所および検査結果をマッピングし．前項と同様

に小流域単位で検査受診個体数に対する陽性個体数を計算

し，各小流域における感染症陽性率とした。

小流域別推定飼育個体数から単位面積当たりの推定飼育

個体数密度を求め．それを小流域別陽性率と掛け合わせた

数値の分布から全体を 5分位で分割した。分割した 5つの

グループの感染リスクを数値の低い方から LL(きわめて

低リスク）, L (低リスク）, M (中リスク）, H (高リスク）．

HH (きわめて高リスク）と評価した。集落が位置しない

小流域ではイエネコの情報が得られないため．ここでは感

染リスクを LLと評価した。

3) イエネコ管理状況の推定

前述の世話ネコ数を小流域ごとに集計し．当該小流域に

おける飼いネコ個体数に対する比率を計算した値を世話ネ
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コ率とした。

また， 2005年以降に不妊処置を受けた飼いネコの個体

数を小流域ごとに集計し，当該小流域における飼いネコ個

体数に対する比率を計算した値を不妊化率とした。

3. 感染リスクマップ

1) イエネコ飼育個体数の推定

今回の対馬市から提供を受けたデータおよびNPO法人

どうぶつたちの病院による独自調査で得られたデータは，

総計 9597世帯からのアンケート結果である。対馬市の平

成 22年度国勢調査による総世帯数は 13832世帯であるこ

とから，調査対象世帯率は 69.3%であった。

また，確認された飼育個体数および世話ネコ個体数は，

それぞれ 1386頭および 1403頭であり，総個体数は 2789

頭だった。調査対象世帯率から対馬市全体での総飼育個体

数は 4025頭と推定された。イエネコの飼育個体数は，美

津島町および厳原町の人口が集中している小流域で相対的

に多い。また，集落が位置しない小流域が全体の約 4割を

占め，野良猫を増やさなければ，イエネコ由来感染症のヤ

マネコヘの蔓延を予防する効果が期待できると考えられ

た。

図 l イエネコ FIV感染リスクマップ

2) イエネコ感染症リスクマップの作成

FIVおよびFeLVの感染リスクマップは，それぞれ図 l

および図 2に示した。

FIVでは，上島および下島のいずれも感染リスクが高い

小流域が存在していることが明らかとなった。一方，

FeLVでは，人口密集地である厳原町で感染リスクが高い

小流域が偏在していることがわかった。上島では，いずれ

の感染症の感染リスクも高い小流域があるため，集中的な

対策を実施する必要があると考えられた。

3) ヤマネコ感染症リスクマップ

ヤマネコにおける FIVおよびFeLVの感染リスクマップ

をそれぞれ図 3および図 4に示した。 FIVおよびFeLV

に対する感染リスクが高い小流域は限局的であり，これま

での対策の効果があらわれていると考えられた。さらに，

今回抽出された高リスク地域に対し，集中的な対策が必要

である。

下島は現在のところ，ほとんどヤマネコの生息が確認で

きないため，感染リスクは低いと評価されたが，今後の野

生復帰にあたっては，イエネコ感染症リスクマ ップを参考

に上島と同様の対策が必要と考えられる。

図 2 イエネコ FeLV感染リスクマップ
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図 3 ヤマネコ FIV感染リスクマップ
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